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要  旨 
 被験者実演課題（SPTs）による記憶成績向上の機序を明らかにするため，大学生 45 名を対象に，言語課
題（VTs）と SPTs の 2 条件を設定して行為文の記銘を求めた．その 30 分後に，行為の写真画像を提示し，
記銘した行為文（ターゲット）に相当する写真の提示時にできるだけ早くボタン押し反応を要請する再認課
題を用いて，その再認率と虚再認率，反応時間および事象関連電位（ERP）を測定し，VTs 条件と SPTs 条
件間の比較を行った．その結果，VTs 条件よりも SPTs 条件において，再認成績が良く，反応時間も有意に
短かった．また ERP では，P300，N400，P600 成分を認め，P600 では VTs 条件よりも SPTs 条件で振幅が
有意に大きかった．この結果から，SPTs 条件においては VTs 条件と比べて，より大きな資源を必要とする
イメージの情報処理が，行為画像による再認時に行われていると推察され，言語のみによる提示よりも，行
為を実演することによる再認成績向上に関連していると考えられた． 
 SPTs は，我々が日常生活において行為を想起する際の記憶情報処理に関係していると考えられ，今後は
ERP を含めた脳活動測定法を用いて，SPTs 効果のメカニズムを明らかにすることで，日常の物忘れなどの
研究に結びつく可能性が考えられた． 
 
はじめに 
 記憶の分類には様々な考え方があるが，一般的には時
間軸による分類と内容の質による分類に分けられる．時
間による分類では，認知心理学的には，短期記憶と長期
記憶に分類され，神経心理学的には即時記憶，近時記憶，
遠隔記憶とに分類される１，２）．記憶される内容の質によ
る分類では，大きく陳述記憶と非陳述記憶に分けること
ができる．陳述記憶とは，言葉やイメージで表現するこ
とができる記憶であり，意味記憶やエピソード記憶がこ
れにあたる．一方，非陳述記憶とは，言葉で表現するこ
とは困難であるが，身体が覚えているような記憶であり，
手続き記憶などがこれにあたる３）． 
 一般的に記憶といえば，社会的出来事や個人的出来事
のエピソード記憶と思われることが多いが，これまでエ
ピソード記憶の測定には，言語で提示された単語の記銘
を被験者に求めて実験が行われる形式，つまり言語材料
を用いた課題（Verbal Tasks：以下 VTs）で研究される
ことがほとんどであった．これは，提示された単語の記
憶を被験者に求め，再生や再認などを求める方法によっ
て実験が行われる形式をとっており，VTs 以外の実験刺
激を用いた研究はあまり行われてこなかった． 
 1980 年代に入り，それまでの記憶法則の一般性に疑問
を投げかけるパラダイムに注目が集まるようになり，被
験者実演課題（subject-performed tasks：以下 SPTs）
という新しい記憶研究のパラダイムが開発された４）．
SPTs とは，被験者に行為文（例えば「ボールを転がす」）
のリストを提示し，その教示文通りの行為を被験者に実
演させて記銘を行わせる課題であり，行為事象記憶とも 
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表 1 被験者の属性（n＝45） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いわれる．通常，SPTs の再生は実演による再生ではな
く，VTs と同様に言語による再生を被験者に求めること
が多い．藤田５）は，SPTs が新しい技能を獲得すること
を目的とせず，特定の場所と時間において行った，日常
的に行っているようなありふれた行為が思い出せるかど
うかを問題としていることから，SPTs はあくまでもエ
ピソード記憶の測度であるとし，手続き記憶とは区別し
ている． 
 これまでの研究から，SPTs における再生成績が VTs
よりも優れている，いわゆる「SPTs 効果」の存在が明
らかにされている６）．また，SPTs では VTs と異なり，
記銘する際に物品を用いることが，再生成績を引き上げ
るのではないかという疑問に対しても，物品のみを提示
する条件を取り入れた実験において，物品の提示が記憶
成績を向上させるのではなく，行為実演そのものの記憶
成績を向上させる効果が明らかとなっている． 
 しかし，なぜ SPTs の記憶が言語事象より優れるのか，
パフォーマンスのパターンが言語事象の記憶のものと異
なるのかについては，まだ明らかにされていない点も多
い．その原因として，SPTs の研究パラダイムがどちら
かというと想起段階における検索時よりも記銘段階での
符号化時の処理に目を向けてきたことが挙げられ，今後
は検索時の認知処理までを念頭に置いた研究の必要性が
指摘されている７）． 
 事象関連電位（event-related potential：以下 ERP）
は，外的あるいは内的な事象に時間的に関連して生じる
脳の一過性の電位変動である．ERP波形の振幅や潜時は，
刺激や課題内容によって選択的に変化する．ERP の内因
性成分は，様々な実験パラダイムに際して，被験者の課
題処理に対応する能動的な神経活動に対応する成分で，
一般に予期，注意，検索，識別，意思決定，記憶等の認
知過程（心理的特性）に対応した大脳活動を反映してい
る８）と考えられているが，SPTs 効果を探る目的で ERP
を応用した報告は殆どない．そこで今回は，ERP を用い
て SPTs 効果における再認時の認知処理過程について検
証する． 
 
対象と方法 
１．対象者 
 対象者は，実験への参加に書面で同意が得られた大学
生 45 名（男性 16 名，女性 29 名，平均 20.2±0.9歳）で
あった．全員が，裸眼または眼鏡・コンタクトによる矯
正により正常な視力，および正常な聴力を有していた．
実験参加前に本実験の趣旨や ERP 測定の内容など全て
十分な研究の説明を行い，紙面にて実験参加の同意を得
た． 
 全ての対象者に対して，実験に影響し得る注意機能に
問題がないかを確認するため，日本高次脳機能障害学会
の標準注意検査法（CAT）より抜粋した，数字逆唱（digit 
span）と 4種類の視覚性抹消課題（Visual Cancellation 
Task）を実施した．対象者の特性を表 1 に示した．なお，
本実験は，四條畷学園大学の倫理委員会の承認を得て実
施した． 
 
２．実験方法 
 本研究では，VTs，SPTs の 2 条件を設定し，1 人の被
験者にこれらの 2 条件で課題を実施した．課題の実施順
序は，性別に層化され無作為に 2群に割り付けられた被
験者ごとに，クロスオーバーデザインとし，VTs，SPTs
各条件の実施は 1週間以上空け，同じ曜日の同一時間帯
に同じ場所で，遮音性の高い静かな個室で実施した． 
 予備調査として，本実験に参加しない大学生 2 名に対
して，VTs，SPTs の 2 条件で行為文を記銘してもらい，
行為文に関する道具の写真を提示して再認率を調査し， 
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図 1 再認時の提示画像 
 
提示記銘する行為文の最低数を確認した．また，代表的
な ERP 成分である P300 の測定では，低刺激頻度の出現
確率が 0.1～0.2８）であることを参考にして，記銘材料と
して 103 通りの日常的な行為文を作成した．1 つの行為
文に対し実演で使用する道具を 1 つ用意し，計 103 個の
道具を用意した．また，再認実験時に，文章内の道具だ
けで判断せず，行為文全体での判断ができるよう，道具
それぞれに対し 2通りの行為文を作成し，合計 206項目
の行為文を用いた．206 項目の行為文のうち，無作為に
抽出した 40種類の道具を用いる 40 行為文を 1 リストと
して 6 リストを作成した後，各被験者へ 1 リストずつ無
作為に振り分けられた． 
 記銘段階での VTs 条件は，被験者に 1 リスト 40通り
の行為文を正確に覚えるよう教示を行った後，実験者が
あらかじめ，行為文と行為文の間が 10秒間隔になるよう
に CD-R に録音した行為文を CDデッキ（パナソニック
RX-MDX77）で再生して提示した．再生音量，スピード
は全て同一条件とした．SPTs 条件では，VTs 条件での
行為文提示に加え，行為文に出てくる道具が被験者に手
渡され，被験者はそれを用いて行為文の実演を行い，行
為文を記銘した．いずれも，1 つの行為文が提示され次
の行為文が提示される迄の 10秒間に実演を行った．また，
行為文の記銘の際に提示される道具は，実演時以外は被
験者から見えない位置に置くこととした． 
 行為文記銘後の保持の段階では，VTs，SPTs 条件と
も，別室の他者との交流を遮断した個室で，決められた
音楽を聴く以外何もしないように指示をし，30 分間の待
機を求めた． 
 想起には再認課題を用い，VTs，SPTs 条件ともに 1
リスト記銘の 30 分後に実施した．再認課題による実験は，
206 項目の行為文を表す写真画像を，被験者の眼前 100 
cm に設定したパソコン用 17 インチ CRT モニター
（SONY 製）に，カラー写真（23 cm×28 cm）で提示
し実施した．行為文を表す写真画像は，あらかじめ道具
を用意して，道具と行為文が理解できるような場面を設
定し，静止画をデジタルカメラで撮影した（図 1）．写
真画像は，ビデオ編集ソフト「Video Studio 7（ユーリー
ドシステムズ）」に取り込み，DVD ディスク上に 6 種
類のビデオ画像を作製して，記銘段階の提示画像の順序
とは異なるようランダムに配置したものを被験者に提示
した．1 つの写真画像の提示時間は 3秒間とし，10枚提
示ごとに CRT モニターの画面をブルーに設定して 3 秒
間の休憩時間を設けた．記銘した行為文の写真画像（以
下ターゲット刺激）の刺激（提示）頻度は 19.4％であっ
た． 
 実験に際し，被験者に，記銘した行為文を表すターゲッ
ト刺激が提示されたら速やかにボタンを押してもらうよ
う求め，ERP を測定した．また被験者には，画像提示中
の瞬目や眼球運動をできるだけ抑制するように教示した． 
 ERP および眼球運動（以下 EOG）の測定には，4チャ
ネル脳波用増幅器（ナブコ社）を用いた．ERP は，国際
10-20 法に基づき，Fz，Cz，Pz 部位から両耳朶結合を基
準にサンプリング周期 4 msec（サンプリング周波数は
250 Hz）で導出し，周波数帯域は 0.1～30 Hz とした．
EOG は左眼窩上縁部から導出し，±100μV 以上の眼球
運動，体動などのアーチファクト混入試行は ERP 加算
平均処理から除外した．電極は全て銀塩化銀電極を用い
た．導出した全ての電極からの ERP は，写真画像の提
示時点をトリガにし，加算平均を行った．写真画像提示
前 200 msec 間の平均電位をベースラインとして，写真
画像提示刺激後 250-800 msec 区間内の ERP 波形より
ERP 成分を同定した． 
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図 2 SPTs条件と VTs条件の再認率比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 SPTs条件と VTs条件の虚再認率比較 
 
 また，VTs，SPTs 各条件でのパフォーマンス成績も
それぞれ求めた．行為文再認のターゲット刺激に対する
正答数（真の再認数）と無反応数，およびターゲット刺
激以外の写真画像（以下ノンターゲット刺激）の提示時
に認められた偽の再認数を求めた．また，VTs，SPTs
各条件における反応時間の平均と標準偏差を求め，条件
間で比較分析した． 
 
３．分析方法 
 データの処理に関しては，再認テストで得られた反応
数の結果および反応時間について VTs，SPTs の二条件
間で比較した．VTs，SPTs 各条件において，正答数を
リストの行為文の数で除した値を算出し，この値を再認
率として再認成績の指標とした．また，本研究では，ノ
ンターゲット刺激提示時に認められた偽の再認反応を虚
再認と定義し，各条件で虚再認数を回答数（正答数＋虚
再認数）で除した値を算出し，この値を虚再認率として
虚再認の指標として用いた．この虚再認率は，回答に虚
再認が含まれる割合を表している．ERP については，
VTs 条件，SPTs 条件それぞれで得られた ERP波形を，
各条件間で比較した． 
 データの統計処理には，statce l2（エクセル統計アド
インソフト）を用い，データ分布の正規性に応じて，再
認率と虚再認率においては tpaired t 検定，反応時間に
おいては Wilcoxon順位検定を用い，ERP総加算平均の
各成分においては Friedman 検定もしくは Wilcoxon 検
定，各被験者から同定した ERP 波形に対しては，
Student's t検定もしくは Mann-Whitney's U検定によ
る分析を行った．有意水準は 5％とした． 
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図 4 ターゲットに対する反応時間の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 ターゲットに対する反応時間の標準偏差比較 
 
結  果 
１．VTsと SPTsの再認テスト比較 
 VTs 条件と SPTs 条件において，その再認率および虚
再認率に有意差（p＜0.01）が認められ（図 2，図 3），
言語提示に実演を併せた SPTs 条件（再認率 88.7％，虚
再認率 6.9％）の方が，単純言語提示である VTs 条件（再
認率 66.2％，虚再認率 18.3％）よりも，有意に再認率が
高く，虚再認率が低いことが明らかとなった． 
 
２．VTsと SPTsの再認時の反応時間比較 
 VTs 条件と SPTs 条件において，ターゲット刺激の出
現からボタン押しまでの反応時間に有意差（p＜0.01）が
認められ（図 4），言語提示に実演を併せた SPTs 条件
（平均反応時間 1081.1 msec）のほうが，単純言語提示
である VTs 条件（平均反応時間 1223.8 msec）よりも，
ターゲット刺激に対する反応時間が有意に速いことが明
らかとなった．また，反応時間の平均標準偏差について
も，VTs 条件と SPTs 条件間で有意差（p＜0.01）を認め
（図 5），SPTs 条件のほうが VTs 条件よりも反応時間
が速い上にバラツキも少ないことが明らかとなった． 
 
３．VTsと SPTsの再認時 ERP比較 
 図6に，Pz部位における総加算平均ERP波形を示す．
SPTs 条件，VTs 条件の両条件のターゲット刺激，ノン
ターゲット刺激ともに，潜時 350-400 msec 付近に頂点
を有する大きな陽性成分を認めた．また，SPTs 条件，
VTs 両条件のターゲット刺激に関しては，潜時 400-500 
msec 付近に陰性方向へ頂点を有した成分と，潜時
550-600 msec 付近に頂点を有した大きな陽性成分を認
めたが，ノンターゲット刺激では明らかな頂点を認めな 
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図 6 VTs条件，SPTs条件の ERP総加算平均波形（Pz） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 VTs条件と SPTs条件でのターゲット刺激に 
対する平均反応時間と各成分の平均潜時（Pz） 
 
った．これらの各成分をそれぞれ P300，N400，P600 と
同定し，これらの波形データに対して検定を行ったとこ
ろ，SPTs 条件のターゲット波形の P600 において，SPTs
条件と VTs 条件の間で有意差（p＜0.01）を認めた．P300
と N400 については有意差は認めなかったが，P300 では
VTs 条件よりも SPTs 条件で，振幅がやや増大傾向に
あった．また，再認時の平均反応時間の結果とは対照的
に，P300，N400，P600 の各成分の平均潜時は SPTs 条
件，VTs 条件によらず変化しなかった（図 7）． 
 図 8 に SPTs 条件と VTs 条件の Fz，Cz，Pz 部位にお
ける ERP 波形の典型例を示す．典型例が示すような
ERP 波形が多くみられたため，各被験者ごとに，EOG
の影響を受けにくいとされる優勢部位（Pz）において，
P300，N400，P600 を同定し，その頂点潜時および振幅
を測定した．各成分の頂点が不明瞭で同定が困難な例に
ついては，潜時，振幅は測定しなかった．表 2に各成分
の頂点潜時，振幅の平均値を示す．P300については，VTs
条件と SPTs条件の両条件間で t検定を行ったところ，潜
時，振幅とも有意差は認めなかった．N400についても VTs
条件と SPTs条件の両条件間で t検定を行ったところ，潜
時，振幅とも有意差は認めなかった．P600 においては，
VTs条件よりも SPTs条件で，振幅，潜時ともにやや増大
傾向にあった．VTs条件と SPTs条件の両条件間で，振幅
データに対して t 検定を，潜時データに対して
Mann-Whitney's U検定を行ったところ，振幅，潜時とも
有意差は認めなかったが，SPTs条件で，VTs条件に比べ
P600振幅に明らかな増大傾向（p＝0.075）があった．ま
た，SPTs条件に対する VTs条件での各成分の出現割合は，
P300で 87.5％，N400で 93.1％，P600で 90.9％であり，
いずれも言語提示である VTs条件より言語提示に実演を
併せた SPTs条件のほうが出現率が高い傾向にあった． 
 
考  察 
 本研究では，健常者に対する実験において VTs 条件と
SPTs 条件での再認成績について検討するとともに，
ERP を指標として，それぞれの潜時，振幅について検討
した． 
 過去の研究から，SPTs 効果は既に一般に認められて
いるが，本研究においても，言語提示のみの VTs 条件よ
りも，言語提示に実演を併せた SPTs 条件のほうが再認
成績が優れ，エラー率が少なく，反応時間も速いことが 
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図 8 SPTs条件，VTs条件の Fz，Cz，Pz部位における ERP波形の典型例 
 
表 2 SPTs条件，VTs条件の各成分の平均値比較（Pz） 
 
 
 
 
 
 
 
 
確認された．SPTs 効果に関しては様々な理論が報告さ
れているが，共通する点としては，言語提示の VTs によ
る記憶より実演を併せた SPTs の方が，符号化が自動的
に行われ再生成績が向上するというものである７）．また，
再認の成績は，一般に自由再生に比べ向上することが知
られている．SPTs においても，再生よりも再認の方が
成績が向上することが示されており４），SPTs では記銘
時の項目特定処理（項目間の弁別を容易にする処理）が
重要で，その項目特定処理は，再生よりも再認において
反映されやすいとする報告もある９）．このように，SPTs
効果については，行為実演の符号化処理に起因するもの
という考え方が多く報告されている５）．しかし，これま
で SPTs の研究パラダイムは符号化時の処理に目を向け
られ，検索時に対しては検討されていなかったこともあ
り，今回は，ERP を指標に検索時の認知処理過程につい
て検討した． 
 実験の結果，ERP においては，P300，N400，P600 と
思われる成分が同定され，総加算平均では，再認成績の
良い SPTs 条件のほうが各成分の振幅は大きかった．
P300 は，神経生理学的にどのような神経回路を介在して
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頭皮上に投射しているのか未だ十分にはわかっていない．
一方，生理心理学においては，実験条件と主成分分析に
より，潜時は刺激処理時間を示し，振幅は注意配分や予
期の鋭敏な測定指標であり，認知処理資源の量を示す指
標 10）として活用されている． 
 今回，ERP総加算平均より，SPTs 条件，VTs 条件そ
れぞれのターゲット，ノンターゲットでP300を認めた．
P300 の振幅について有意差は認めなかったが，SPTs
ターゲット，SPTs ノンターゲット，VTs ターゲット，
VTsノンターゲットの順で振幅が減少する傾向であった．
被験者にとって刺激が意味を持つ場合，たとえば，教示
によって反応を求められた場合には，そうでない場合に
比べて，大きな P300 が生じる 11）．VTs 条件に比べ SPTs
条件のほうが振幅が大きい傾向にあったことは，刺激に
対する認知反応を示していると考えられ，その検索時に
おいて VTs 条件以上に SPTs 条件のほうが，より大きな
認知処理が行われていることをあらわしていると考えら
れる．よって，言語提示のみで記銘する VTs 条件よりも，
言語提示に実演を併せた SPTs 条件のほうが再認刺激に
対する認知処理資源が多い可能性があると思われる． 
 一般に，P300 の実験ではターゲットのみに P300 が惹
起されるが，今回はターゲット，ノンターゲットともに
P300 が惹起された．また，高頻度刺激（ノンターゲット
刺激）では，N100 と N200 のみが出現し P300 は現れな
い 11）とされるが，反応を抑制する作業が必要となる
NoGo 課題においては，P300 が反応抑制に関連した ERP
として報告されている 12）．今回の実験における再認では，
提示された写真が，記銘した行為文または行為であるか
を判別する必要があり，特に道具が同じでもその行為が
違う場合には，反応を抑制する脳活動が生じ，ノンター
ゲットにおいても P300 を認めたものと推察される． 
 一方，SPTs 条件，VTs 条件のターゲット刺激におい
て，N400 と P600 を認めた．両成分の潜時に有意差はな
かったが，P600 の振幅は，VTs 条件よりも SPTs 条件の
ほうが有意に増大していた．N400 は，刺激提示後約 400 
msec に出現する陰性方向の振れで，文文脈理解におけ
る言語情報処理の研究では，文末の意味的に逸脱した語
に対して最も明瞭に出現することから 13），単語認知，意
味処理の研究で指標とされている．P600 は，潜時 600 
msec 付近で頭頂部優勢に分布する陽性電位であるが，
これまで，主に欧米の言語を対象とした研究により，文
処理の意味的・談話的側面における処理負荷を反映する
N400 成分に対して，統語的側面における処理負荷を反
映して P600 成分が惹起されることが明らかになってい
る 14，15）．このように，N400，P600 は，文処理のある特
定の側面に敏感な ERP 成分があることが明らかになっ
ているので，ある語の入力によって生じた処理負荷が文
処理のどの側面における困難さに起因するのかを反映す
る指標と考えられている． 
 さらに，近年では，記憶機能と N400 や P600 の関連性
が指摘されている．N400 は，いわゆる反復・意味・文
脈プライミングに対する効果としてその振幅が減衰す
る 16）．立花ら 16）は，この N400 反復効果を指標として，
パーキンソン病では潜在記憶が障害されていると報告し
ている．N400 は，単語を用い，反復プライミングをみ
る形で検討されることが多いが，聴覚的に提示された言
語のみでなく視覚的に提示された顔の再認繰り返しによ
り，修飾をうけることも明らかになっている 17，18）．そ
れらの研究の一致した所見は，反復された顔によって導
出されたERP は新奇の顔により導出されたERPに比し，
頭頂－中心領域の 300～600 msec付近でより陽性例に偏
位するということで，この ERP変動は N400変化として
とらえられている 18）．Eimer20，21）は，熟知した顔を提
示した場合 300～500 msec の陰性成分である N400 と，
それに続く 500 msec より長潜時の陽性成分である P600
の振幅が増大することを認めており，プライミングなど
の潜在記憶と，エピソード記憶のような顕在記憶とで
は，N400 や P600 の出現の意味が異なることが示唆さ
れている 16）．また，P600 はイメージの情報処理に関係
があり 22），N400 はエピソード記憶や意味記憶の検索
と関連した成分であるとする報告 23）もある． 
 今回，P600 において，言語提示のみで記銘する VTs
条件よりも，言語提示に実演を併せた SPTs 条件での振
幅が有意に増大したという結果から，SPTs の対象は顕
在記憶の一種であり，VTs 条件に比べ，より大きな資源
を必要とするイメージの情報処理が，行為画像による再
認時に行われていると推察され，言語提示や物品提示よ
りも，行為を実演することによるイメージが再認成績を
向上させると考えられた． 
 また，VTs 条件も SPTs 条件も，ノンターゲットでは
N400 と P600 が出現しなかったことについては，ノン
ターゲットでは，提示画像に相当する行為文の記銘その
ものが行われていないため，行為文に対する記憶検索が
行われず，行為文や行為イメージの情報処理も行わな
かったと推察される． 
 今回の研究では，再認時の反応時間は，SPTs 条件よ
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りも VTs 条件のほうが有意に遅かったが，ERP の各成
分の潜時には差が認められなかった．前述したように，
P300 において，その潜時は刺激処理時間を反映し，弁別
が難しい条件で P300 潜時と反応時間は延長を示すこと
が知られている．しかし，ストループテストのような場
合は，反応時間が延長してもP300潜時は刺激カテゴリー
によらず変化しないため，刺激評価・同定（入力）の段
階では干渉（遅延）は起こらず，干渉は反応生成（出力）
の間に生じるという反応競合仮説が支持されている 10）．
しかし，反応時間がしばしば P300 潜時に先行するとい
う報告もあり，ERP と反応時間の解離は，刺激処理系の
活動を反映する ERP と，刺激－反応全処理系の出力結
果である反応時間という，お互いが異なった情報処理過
程 24）であると考えるのが妥当と思われる． 
 今回の再認課題ではモニター画面の写真を見て，視覚
的に再認判断を求めたが，写真全体を見る際や，凝視す
る時間が長いため，瞬きが多くなり，眼球運動が ERP
波形に影響していた可能性がある．このことから，眼球
運動の影響を受けにくいとされるPz部位のERPを中心
に解析をしたが，眼球運動によって生じたアーチファク
トによって，ERP 成分が乱れた可能性があるため，今後
の研究では．刺激の提示視野を更に限定したり，固視点
を頻回に提示したり，SPTs の再生・再認課題を視覚以
外で設定するなど，眼球運動の影響を排除した ERP 測
定を行う必要がある．また，今回の実験では，SPTs 効
果を検証するための再認課題を考案し，課題遂行中の被
験者から ERP を測定した．しかし，全被験者の ERP波
形は，少しバラツキがみられた．これは，今回の実験ス
タイルそのものの問題があると思われた．SPTs 効果を
検証するため，道具だけで再認判断がされないよう，1
つの行為文に対し 2種類の行為文を考案し，再認時の提
示写真画像を作成したが，被験者は，実験時に実際の判
断に迷うようであった．このため，実際には記銘した行
為文を覚えていても，判断に迷ってノンターゲットとし
て反応することもあったように思われ，適切な ERPを検
出させにくくしていた可能性があるため，ターゲットの
判断が確実にできる行為文や，提示写真のさらなる工夫
が必要である． 
 SPTs は，我々が日常生活において，みずからが行っ
た行為を想起する際の記憶情報処理に関係する４）ことか
ら，今後は，時間解像度と汎用性という利点を有する
ERP を活かしつつ，他の脳活動測定法を用いて，SPTs
効果のメカニズムを明らかにすることで，日常の物忘れ
などの研究に結びつく可能性が考えられ，さらに軽度認
知障害（MCI）やアルツハイマー病などの各疾患との違
いなどを明らかにして，臨床レベルでの研究に発展させ
たいと考える． 
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Effect of subject-performed tasks on recognition memory 
- evidence from event-related brain potentials by a image 
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Abstract 
 The purpose of this study was to clarify mechanisms underlying memory performance improvement 
using subject-performed tasks (SPTs). We prepared two sets of conditions consisting of verbal tasks 
(VTs) and SPTs, and had 45 college students memorize action sentences, followed by recognition tasks 
thirty minutes later. Specifically, photographic images of actions were shown on computer monitors and 
subjects were asked to react by pressing a button as quickly as possible when photographs 
corresponding to memorized action sentences appeared. Recognition rate, false recognition rate, reaction 
time and event-related potential (ERP) were measured, and these values were compared between VT 
and SPT conditions. We found that recognition performance was better and reaction time significantly 
shorter under SPT conditions than under VT conditions.  Furthermore, P300, N400 and P600 
components were observed in ERP, and amplitude at P600 was significantly larger under SPT 
conditions than under VT conditions. Based on these results, we postulate that compared to VT 
conditions, image information processing requiring greater resources takes place during recognition 
based on action images under SPT conditions. This suggests that recognition performance improvement 
is more related to action demonstrations than solely to verbal presentations. 
 SPTs are related to memory information processing that takes place when, as part of our daily life, 
each of us recall actions taken by oneself. The present study suggests the possibility that using brain 
activity measuring methods, including ERP, to clarify mechanisms behind the SPT effect could lead to 
studies into forgetfulness in daily life. 
 
